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，

表紙会場が一体となった音楽会

　第2回童謡フェスティバルが6月18

日、市中央公民館で開かれました。市内

で活動しているグループや保育園児のほ
か、高鍋町や宮崎市からの参加もあり、

会場が一一体となった楽しい音楽会となり
ました。

　童謡は、日本語の美しさやメロディの
すばらしさとあわせ、どこかなつかしく、

安らぎを与えてくれます。

■
特
集

1
0
0
人
委
員
会
（
仮
称
）
の
設
置

市
の
将
来
を
決
め
る
の
は
あ
な
た
で
す

■
市
政
の
動
き

も
う
一
度
確
認
し
て
く
だ
さ
い
介
護
保
険
、
平
成
1
2
年

度
日
向
市
職
員
採
用
試
験
、
第
1
7
回
日
向
ひ
ょ
っ
と
こ

夏
祭
り
、
こ
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
週
間
ほ
か

■
ま
ち
の
詣
題

全
国
大
会
で
日
向
勢
が
活
躍
、
細
島
に
新
名
所
が
誕
生
、

7
5
7
人
が
自
慢
の
の
ど
を
競
う
ほ
か

■
お
知
ら
せ

公
民
館
．
ミ
レ
一
一
ア
ム

夏
休
み
は
公
民
館
ヘ
ダ
ッ
シ
ユ

7
月
1
6
日
決
行
・
日
豊
海
岸
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
ほ
か

帥この広報紙は再生紙を使用しています。
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■
特
集
　
1
0
0
人
委
員
会
（
仮
称
）
の
設
置

市
の
将
来
を
決
め
る
の
は
あ
な
た
で
す

私
た
ち
の
社
会
は
、
2
1
世
紀
を
目
前
に
控
え
た
今
、
地
方
分
権
の
時

代
を
迎
え
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
こ
れ
か
ら
の
行
政
は
、
「
情

報
の
公
開
と
提
供
」
「
市
民
（
住
民
）
の
参
加
」
を
抜
き
に
し
て
は
考

え
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
市
は
、
「
ま
ち
づ
く
り
1
0
0
人
委
員
会
（
仮
称
ご
を
設
置

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市
政
運
営
に
あ
た
っ
て
「
市
民

（
住
民
）
参
加
」
を
基
本
に
、
市
民
に
よ
る
市
民
の
た
め
の
日
向
市
政

の
確
立
を
目
指
す
こ
と
を
主
目
的
と
し
た
も
の
で
、
併
せ
て
市
政
へ

の
市
民
の
関
心
を
高
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

今
月
号
で
は
、
こ
の
1
0
0
人
委
員
会
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

計
面
の
疏
案
段
階
か
ら

市
民
の
意
見
等
を
反
映

　
「
市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
」
「
ま

ち
づ
く
り
は
市
民
が
主
役
」
な
ど
、
ま

ち
づ
く
り
を
語
る
と
き
に
よ
く
聞
か
れ

る
鴇
．
口
早
で
す
。

　
今
、
み
な
さ
ん
は
「
ま
ち
づ
く
り
」

に
参
加
し
て
い
ま
す
か
。

　
現
実
に
は
、
「
参
加
の
方
法
が
分
か

ら
な
い
」
「
自
分
の
意
見
を
発
言
す
る

場
が
な
い
」
な
ど
の
理
由
で
、
「
ま
ち

づ
く
り
に
参
加
し
て
い
る
」
と
思
っ
て

い
る
人
は
少
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
市
は
、
「
ま
ち
づ
く
り
1
0
0
人
委

員
会
」
（
仮
称
V
を
7
月
上
旬
に
設
置
す

る
こ
と
を
決
め
、
6
月
9
日
、
山
本
市

長
が
記
者
会
見
を
行
い
発
表
し
ま
し
た
、

　
こ
の
「
1
0
0
人
委
員
会
」
は
、
市

の
各
種
計
画
や
施
策
等
に
つ
い
て
、
そ

の
立
案
段
階
か
ら
市
民
の
意
見
等
を
広

く
反
映
さ
せ
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で

す
。
委
員
会
へ
の
参
加
は
、
日
向
市
を

き
、

履
｝捧
　　

疫

静
ぜ
－
＼

砺
、

r

一

己

＝
一
　
「

愛
し
、
日
向
市
を
少
し
で
も
よ
く
し
よ

う
と
思
う
熱
意
の
あ
る
人
な
ら
、
住
所
、

年
齢
等
に
か
か
わ
ら
ず
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。
ま
た
、
「
1
0
0
人
」

と
人
数
を
限
定
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
1
0
0
人
未
満
で
あ
ろ
う
と
、

1
0
0
人
を
超
え
よ
う
と
も
関
係
な

く
、
多
く
の
市
民
に
参
加
し
て
も
ら
う

こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
「
1
0
0
人
委
員
会
」
は
、
今

後
の
日
向
市
に
お
け
る
各
種
計
画
の
策

定
や
施
策
の
遂
行
に
あ
た
っ
て
拡
充
・

継
続
し
て
い
き
ま
す
。
申
込
期
限
は
設

け
ず
に
、
1
0
0
人
が
2
0
0
人
に
、

2
0
0
人
が
3
0
0
人
に
、
3
0
0
人

が
5
0
0
人
へ
と
広
が
っ
て
い
く
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
委
員
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、

月
2
、
3
回
の
会
議
で
白
由
な
立
場
か

ら
意
見
を
出
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、

福
祉
や
教
育
、
都
市
計
画
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
行
政
課
題
に
対
応
す
る
た
め
「
1

0
0
人
委
員
会
」
の
中
に
分
科
会
等
を

設
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
な
分
野
で
活

躍
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　
日
向
市
を
愛
し
て
い
る
人
、
日
向
市

の
ま
ち
づ
く
り
に
提
言
の
あ
る
人
、
日

向
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
た
い
人

な
ど
、
多
く
の
み
な
さ
ん
の
「
ま
ち
づ

く
り
1
0
0
人
委
員
会
」
へ
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
今
後
m
年
間
の

政
策
・
将
来
像
を
策
定

強
　
ー

ミ
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市
は
本
年
度
、
第
4
次
日
向
市
総
合

計
画
の
策
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。
「
ま

ち
づ
く
り
1
0
0
人
委
員
会
」
の
当
面

の
目
標
は
、
こ
の
総
合
計
画
の
策
定
の

原
案
づ
く
り
と
し
ま
す
。

　
総
合
計
画
は
、
平
成
1
3
年
度
か
ら
始

ま
る
1
0
年
間
の
市
の
政
策
や
将
来
像
を

策
定
す
る
も
の
で
す
。
「
1
0
0
人
委

員
会
」
で
は
、
市
民
の
立
場
か
ら
既
成

概
念
に
と
ら
わ
れ
な
い
自
由
な
発
想
、

意
見
、
要
望
等
を
出
し
合
い
、
委
員
会

内
で
議
論
を
深
め
て
日
向
市
の
政
策
・

将
来
像
に
反
映
さ
せ
ま
す
．

具
体
的
に
は
、
下
記
（
第
4
次
日
向

市
策
定
フ
ロ
ー
図
）
の
と
お
り
で
す
。

　
ま
ず
、
総
合
計
画
策
定
の
た
め
に
庁

内
で
組
織
し
た
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
、
専
門
部
会
、
策
定
委
員
会
に
、

「
1
0
0
人
委
員
会
」
で
提
出
さ
れ
た

意
見
等
を
反
映
さ
せ
ま
す
。
次
に
、
策

定
委
員
会
で
ま
と
め
ら
れ
た
原
案
は
、

「
1
0
0
人
委
員
会
」
に
提
示
し
、
市

長
が
審
議
会
に
諮
問
し
ま
す
。
審
議
会

で
は
、
さ
ら
に
「
1
0
0
人
委
員
会
」

の
一
部
の
委
員
も
参
加
し
、
市
長
へ
の

答
申
を
行
い
、
そ
の
後
、
議
会
の
議
決

を
受
け
、
総
合
計
画
の
完
成
と
な
り
ま

隙
目

炉
今

翼
・
、
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写

す
。
ま
た
、
既
に
公
募
し
て
い
る
「
第

4
次
日
向
市
総
合
計
画
市
民
委
員
会
」

の
応
募
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
ま
ま

「
1
0
0
人
委
員
会
」
へ
移
行
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

　
「
ま
ち
づ
く
り
1
0
0
人
委
員
会
」

の
第
－
回
会
議
（
7
月
1
0
日
ま
で
に
申

し
込
み
を
さ
れ
た
人
の
み
V
は
、
7
月

13

卲
ﾟ
後
7
時
か
ら
市
中
央
公
民
館
で

開
き
ま
す
。

　
「
1
0
0
人
委
員
会
」
に
つ
い
て
の

お
問
い
合
わ
せ
ば
、
市
企
画
課
（
容
内

線
2
2
1
5
）
へ
。

1
添

4O

戸みんなで力を合わせ

　日向市を支えましょう

第4次日向市総合計画策定フロー図

提案

　　　　　　　　　　【庁内体制】原案　　　　　　素案

上位計画との整合

市議会 市長　　　策定委員会　　専門部会　　ワーキンググループ

議決

参
加

策定事務局　　　　　　各課検討会
関係行政機関

i国・県等）

諮問 答申　　　　　　含
参加

審議会　　　　まちづくり100人委員会

3



4

』’’，
U＜

　
介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
3

か
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　
高
齢
者
の
介
護
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま

で
の
行
政
に
よ
る
措
置
か
ら
社
会
保
険

方
式
の
導
人
と
い
う
大
き
な
話
題
の
中

で
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
の
制
度
で
す
が
、

市
内
で
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル

も
な
く
、
新
し
い
制
度
へ
の
移
行
が
で

き
て
い
ま
す
。

　
市
内
で
の
要
介
護
認
定
等
の
状
況

は
、
下
表
の
と
お
り
で
す
。

こ
ん
な
人
は
い
ま
せ
ん
か

　
介
護
保
険
制
度
で
の
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
ま
で
の
流
れ
は
、
①
認

定
申
請
～
②
訪
問
調
査
～
③
要
介
護
認

定
（
主
治
医
の
意
見
書
徴
収
）
～
④
介

護
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
～
⑤
介
護
サ

ー
ビ
ス
の
利
用
と
な
り
ま
す
。

　
次
に
該
当
す
る
人
は
、
お
早
め
に
市

福
祉
事
務
所
・
高
齢
者
あ
ん
し
ん
対
策

室
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
介
護
が
必
要
な
人
で
、
要
介
護
認
定

申
請
が
ま
だ
の
人

　
介
護
保
険
制
度
で
は
、
保
険
証
を
持

っ
て
い
る
だ
け
で
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
何
ら
か
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
、
市

福
祉
事
務
所
に
要
介
護
認
定
申
請
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
本
人
や
家
族

が
申
請
で
き
な
い
と
き
は
、
居
宅
介
護

支
援
事
業
者
で
代
行
申
請
も
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
現
在
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
必
要
の
な
い
人

が
「
将
来
の
た
め
に
」

「
ほ
か
の
人
が
し
て

い
る
か
ら
」
「
試
し

に
」
と
い
っ
た
理
由

で
申
請
す
る
と
、
実

際
に
必
要
な
人
の
申

請
に
支
障
を
き
た
し

ま
す
の
で
、
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

■
要
介
護
認
定
を
受

け
た
け
れ
ど
も
、
サ

ー
ビ
ス
の
受
け
方
が

分
か
ら
な
い
人

　
要
介
護
認
定
を
受

け
て
も
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
計
画
を
立
て
な

け
れ
ば
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
は
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
計

画
は
「
そ
の
人
に
最

も
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

は
何
か
」

な
ど
、

■日向市の要介護認定等の状況（平成12年4月末現在）

　
　
％

計
8
0

護
　
％

　
4

護
3
％

護
　
％

　
8

砦
％

要援
6
％

鞘
8
娼

数
合

　
割

■市内の居宅介護支援事業者一覧表

　
　
　
　
「
費
用
は
ど
れ
く
ら
い
か
」

　
　
　
本
人
や
家
族
の
考
え
を
十
分
配

慮
し
て
作
成
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
は
、
居

宅
介
護
支
援
事
業
者
が
お
手
伝
い
し
ま

す
。
希
望
す
る
事
業
者
に
直
接
連
絡
し

て
、
計
画
を
立
て
て
く
だ
さ
い
，
作
成

料
は
、
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

■
要
介
護
認
定
結
果
が
ど
う
し
て
も
納

得
で
き
な
い
人

　
要
介
護
認
定
は
、
保
健
・
医
療
・
福

r．

事　業　者　名 電話番号
社会福祉法人　日向市社会福祉協議会 52－2572

和田病院指定居宅介護支援事業所 55－9035

医療法人社団慶部会　瀧井病院 52－2409

永寿園介護支援センター 53－8518

医療法人向洋会　ラボール向洋クアブランセンター 54－5016

日向市財光寺在宅介護支援セン隅一ケアプランセンター 56－1666

医療法人向洋会　協和病院 54－2806

医療法人杏林会　三股病院 58－0034

立縫の里介護支援センター 58－1100

企業組合　冨高薬局本町本店 52－3230

育限会社　メディカルケア 56－1366

日向農業協同組合 55－2526

あんしん介護センター本店 54－1700

株式会社　コムスン日向ケアセンター 55－9050

日向市東臼杵郡医師会立　訪問看護ステーション 54－7770．

祉
の
専
門
家
で
構
成
す
る
審
査
会
で
公

平
・
公
正
に
決
定
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
し
か
し
、
ど
う
し
て
も
納
得
で
き
な

い
場
合
は
、
市
福
祉
事
務
所
二
局
齢
者

あ
ん
し
ん
対
策
室
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
状
態
が
著
し
く
変
わ
っ
た

場
合
は
、
区
分
変
更
申
請
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
さ
ら
に
納
得
で
き
な
い
場
合

は
、
県
の
介
護
保
険
審
査
会
へ
申
し
立

て
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

もう一度、確認してください

険介護保

■
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
に
不
満
が
あ

る
人

　
「
契
約
し
た
内
容
と
サ
ー
ビ
ス
が
違

う
」
「
事
業
者
の
対
応
が
悪
い
、
不
親

切
」
と
い
っ
た
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
不

満
が
あ
る
場
合
は
、
ま
ず
各
事
業
者
の

苦
情
相
談
窓
口
へ
申
し
立
て
て
く
だ
さ

い
。
市
福
祉
事
務
所
で
も
苦
情
相
談
窓

口
を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

更
新
認
定
申
請
が

始
ま
っ
て
い
ま
す

　
既
に
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人

は
、
そ
の
認
定
有
効
期
限
の
切
れ
る
2

．
7

．
　
’亀

、
－

．
し

！

二

■

一人ひとりが力を合わせることが大切です

　
　
　
　
q

か
月
前
か
ら
一
か
月
前
ま
で
に
更
新
認

定
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
居
宅
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い

る
人
は
担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

が
、
施
設
に
入
所
し
て
い
る
人
は
施
設

が
更
新
認
定
申
請
を
行
え
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
現
在
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
必

要
と
し
て
い
な
い
人
や
、
当
面
介
護
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
る
予
定
の
な
い
人
は
、

更
新
の
手
続
き
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給

　
1
世
帯
に
お
け
る
在
宅
サ
ー
ビ
ス
や

施
設
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
利
用
者
負
担

額
（
通
常
－
割
）
の
一
か
月
分
の
合
計

額
が
、
次
の
金
額
を
超
え
た
場
合
は
、

超
え
た
分
に
つ
い
て
高
額
介
護
サ
ー
ビ

ス
費
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

◇
一
般
被
保
険
者
（
低
所
得
者
等
以

外
）
1
1
3
7
2
0
0
円

◇
世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
等
1
1
2

4
6
0
0
円

◇
住
民
税
非
課
税
世
帯
で
老
齢
福
祉
年

金
受
給
者
等
1
1
1
5
0
0
0
円

　
同
一
世
帯
に
要
介
護
認
定
を
受
け
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
高
齢
者
が
複

数
い
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
月
の

利
用
者
負
担
額
の
合
計
で
計
算
さ
れ
ま

す
。
こ
の
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支

給
対
象
と
な
っ
た
人
に
は
、
市
が
支
給

の
通
知
を
行
う
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
際
、
手
続
き
に
は
、
事
業
者
へ

支
払
っ
た
領
収
書
等
が
必
要
に
な
り
ま

す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

住
宅
改
修
の
助
成
申
請
は

工
事
前
に

　
住
宅
改
修
の
助
成
制
度
に
は
、
介
護

保
険
の
給
付
（
限
度
2
0
万
円
）
と
市
の

助
成
制
度
（
限
度
3
0
万
円
）
の
2
つ
の

制
度
（
合
計
5
0
万
円
）
が
あ
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
も
、
介
護
保
険
制
度
の
要
支

援
・
要
介
護
者
が
対
象
と
な
り
ま
す

が
、
改
修
が
終
わ
っ
て
申
請
す
る
と
助

成
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
必
ず
工
事
に
量
る
前
に
市
福
祉

事
務
所
ま
た
は
担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
介
護
保
険
制
度
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
ば
、
市
高
齢
者
あ
ん
し
ん
対
策
室

（
冠
内
線
2
1
7
6
）
へ
。

…
　
●
　
●
　
・
　
●
　
●
　
・
　
■
　
●
　
●
　
●
　
●
　
・
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
O
　
O
　
O
　
●
　
●
　
・
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
O
　
O
　
●
　
■
　
●
　
●
　
■
　
・
　
・
　
●
　
・
　
●
　
●

介
護
保
険
料
（
税
）
の
納
付
に
つ
い
て

■
4
0
歳
～
6
4
歳
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者

　
6
月
中
旬
に
国
民
健
康
保
険
税
の
納

付
書
を
送
付
し
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら

国
民
健
康
保
険
税
は
、
医
療
分
の
保
険

税
に
介
護
分
の
保
険
税
を
合
わ
せ
て
。

つ
の
税
と
し
て
納
め
て
い
た
だ
き
ま

す
。
納
税
義
務
者
は
、
世
帯
主
で
す
。

　
介
護
保
険
税
は
、
次
の
額
を
合
わ
せ

て
計
算
さ
れ
ま
す
（
限
度
額
7
万
円
）
。

①
所
得
割
額
1
1
0
・
7
2
％
／
前
年
の
所

得
額
か
ら
保
険
税
を
計
算
し
ま
す

②
資
産
割
額
1
1
2
・
5
0
％
／
固
定
資
産

税
の
額
か
ら
保
険
税
を
計
算
し
ま
す

③
均
等
割
額
1
1
5
0
0
0
円
／
4
0
歳
か

ら
6
4
歳
ま
で
の
加
入
者
に
応
じ
て
保
険

税
を
計
算
し
ま
す

④
平
等
割
額
1
1
3
2
0
0
円
／
1
世
帯

当
た
り
の
保
険
税
で
す

■
4
0
歳
～
6
4
歳
半
国
民
健
康
保
険
以
外

の
医
療
保
険
加
入
者

　
そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
保
険
で
納
め
ま
す
。

■
6
5
歳
以
上
の
人
（
平
成
1
2
年
1
0
月
～
）

　
6
5
歳
以
上
の
人
は
、
国
保
や
社
保
な

ど
の
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
に
か
か

わ
ら
ず
、
1
0
月
か
ら
介
護
保
険
料
を
納

め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
年
金
（
遺
族
年

金
、
障
害
年
金
等
を
除
く
）
を
月
額
1

5
0
0
0
円
以
ヒ
受
給
す
る
人
は
、
年

金
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。
・

　
こ
れ
以
外
の
人
は
、
個
人
に
そ
れ
ぞ

れ
納
付
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
目
凹
振

替
や
納
付
書
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
保
険
料
は
、
平
成
1
2
年
4

月
分
か
ら
平
成
1
2
年
9
月
分
ま
で
は
徴

収
せ
ず
、
平
成
1
2
年
1
0
月
分
か
ら
平
成

13

N
9
月
分
ま
で
は
半
額
に
軽
減
さ
れ

ま
す
。

　
介
護
保
険
料
（
税
）
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
わ
せ
ば
、
市
健
康
管
理
課
（
容
内

線
2
1
2
0
）
へ
。

5
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21

｢
紀
の
ま
ち
づ
く
り
を
市
民
と
と
も
に

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
　
平
成
・
年
度
日
向
市
費
採
用
試
験

　
市
は
、
来
年
3
月
末
の
退
職
者
等
の

補
充
の
た
め
に
、
市
職
員
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。
2
1
世
紀
の
輝
く
日
向

市
に
向
か
っ
て
、
市
民
と
と
も
に
ま
ち

づ
く
り
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

◇
採
用
予
定
職
種
1
1
一
般
事
務
・
保
育

士
及
び
消
防
（
い
ず
れ
も
若
干
名
）

◇
受
験
資
格
1
1
一
般
事
務
／
昭
和
4
8
年

4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者
（
高
等縢二『押誌市民に信頼される市役所を目指し

学
校
卒
業
程
度
の
一
般
教
養
を
有
す
る

こ
と
）
、
保
育
七
／
昭
和
4
8
年
4
月
2

日
以
降
に
生
ま
れ
た
者
（
保
育
上
の
資

格
を
有
す
る
こ
と
、
ま
た
は
、
平
成
1
3

年
3
月
3
1
日
ま
で
に
資
格
取
得
見
込
み

で
あ
る
こ
と
）
、
消
防
／
昭
和
5
1
年
4

月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者
（
①
高
等

学
校
卒
業
程
度
の
一
般
教
養
を
有
す
る

こ
と
。
②
視
力
が
両
眼
と
も
一
・
0
以

ヒ
〈
矯
正
視
力
を
含
む
。
た
だ
し
、
矯

正
視
力
の
場
合
は
、
裸
眼
視
力
が
0
・

3
以
上
で
あ
る
こ
と
〉
で
、
色
覚
が
正

常
な
こ
と
及
び
聴
力
が
正
常
で
消
防
業

務
に
耐
え
得
る
体
力
を
有
す
る
こ
と
。

③
日
向
市
、
門
川
町
、
東
郷
町
に
居
住

で
き
る
こ
と
）

◇
欠
格
事
項
”
次
の
い
ず
れ
か
．
つ
に

該
当
す
る
者
は
、
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

①
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者
（
保
育
士

は
除
く
）
。
②
成
年
被
後
見
人
及
び
被

保
佐
人
。
③
禁
こ
以
ヒ
の
刑
に
処
せ
ら

れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
、
ま
た

は
、
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る

ま
で
の
者
。
④
日
本
国
憲
法
施
行
の
日

以
後
に
お
い
て
、
日
本
国
憲
法
ま
た
は

そ
の
下
に
成
立
し
た
政
府
を
暴
力
で
破

壊
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
政
党
、
そ
の

他
の
団
体
を
結
成
し
、
ま
た
は
こ
れ
に

　
　
●

加
遷
し
た
者
。

◇
第
1
次
試
験
1
1
会
場
／
富
島
中
学
校

（一

ﾊ
教
養
・
専
門
試
験
）
　
・
日
日
屋

小
学
校
（
消
防
体
力
試
験
）
、
日
時
／

8
月
2
7
日
（
日
）
午
前
8
時
3
0
分
～

◇
試
験
科
目
1
1
．
般
事
務
／
一
般
教

養
、
保
育
L
／
一
般
教
養
・
専
門
、
消

防
／
．
般
教
養
・
体
力

◇
受
験
申
込
書
の
請
求
1
1
受
験
申
込
書

は
、
市
職
員
課
で
7
月
5
H
（
水
）
か
ら

交
付
し
ま
す
。
郵
便
で
請
求
す
る
場
合

は
、
封
筒
表
に
「
採
用
試
験
申
込
書
請

求
」
と
朱
書
き
し
、
9
0
円
切
手
を
張
っ

た
あ
て
先
明
記
の
返
信
用
封
筒
を
同
封

の
こ
と
。

◇
受
付
期
間
1
1
7
月
5
日
（
水
）
か
ら
7

月
3
1
日
（
月
）
ま
で
の
午
前
8
時
3
0
分
目

ら
午
後
5
時
頃
で
（
土
・
口
曜
ロ
、
祝

祭
日
を
除
く
）
。
郵
送
の
場
合
は
、
7

月
3
1
日
の
消
印
ま
で
有
効
（
封
筒
の
表

に
「
採
用
試
験
申
込
」
と
朱
書
き
の
こ

と
）
。

◇
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
1
1
市
職
員
課

（
〒
8
8
3
1
8
5
5
5
日
向
市
本
町

10

ﾔ
5
号
／
盈
内
線
2
2
2
5
・
2
2

2
6
）

い

市長鮪想

三
口
の
ふ
る
さ
と

①l11本孫

　
民
謡
は
、
そ
の
地
方
の
豊
か
な

自
然
と
そ
こ
に
生
き
る
人
々
の
生

活
の
中
で
口
づ
さ
ま
れ
、
育
ま
れ

た
歌
で
、
そ
の
土
地
の
暮
ら
し
ぶ

り
を
素
朴
に
表
現
し
て
い
ま
す
。

　
「
ヤ
ー
レ
ー
、
山
で
子
が
浦
く
、

山
師
の
r
じ
ゃ
ろ
…
」
と
声
量
感

あ
ふ
れ
る
旋
律
と
尺
八
の
ハ
ー
モ

ニ
ー
で
歌
う
「
日
向
木
挽
唄
」
。

ま
さ
に
日
本
を
代
表
す
る
民
謡
で

す
。
先
日
、
第
1
4
回
口
向
木
挽
唄

全
国
大
会
に
出
席
し
、
そ
の
こ
と

を
し
み
じ
み
と
感
じ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
全
国
か
ら
7
7
5
人

置
参
加
し
、
自
慢
の
の
ど
を
競
い

ま
し
た
。
中
で
も
女
性
の
積
極
進

取
の
意
気
込
み
に
は
、
感
動
を
覚

え
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
、
私
た
ち
の
生
活
は
、
社

会
・
経
済
の
急
激
な
変
化
に
伴

い
、
心
の
ゆ
と
り
や
豊
か
さ
が
失

わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う

中
で
、
日
向
木
挽
唄
は
、
必
ず
や

人
々
の
心
に
安
ら
ぎ
を
与
え
、
心

の
ふ
る
さ
と
と
し
て
歌
い
続
け
ら

れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

つ蝿」うが・自2000第17回

票1う

（土）8月5．日
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絵．
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ぐ

ビG
）

（
ぐ
／

蒲

D

鰍
見

　
．
…
i
i
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ト
ト

重
層彫r’

　　　　　　　「「

、
7

昨年、十五夜まつりで披露されたひょっとこ踊り

《プログラム》

●AM10：00～PM5：00

　”ひょっとこな夏”フェスティバル

　　　　　　　　　　　　（市役所前広場）

　　ミュージック、踊り、ゲーム、もちまき

　など、バラエティーな内容が盛りだくさん！

●PM6：00～9：00

　ひょっとこ踊りパレード

　　　　（市役所前広場・中心市街地道路）

　　ひょっとこ踊り、日向サンバ、平成音頭

　総勢1500人が、通りを練り歩きます1

《踊りのパレード参加団体（者）募集中》

●部　　門　ひょっとこ踊り、日向サンバ

●参加資格　団体、個人、年齢は問いませ

　ん。どなたでも参加してください。

●申込締切　7月21日（金）必着

●問い合わせ　市商工観光課（麿内線26

　35）
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車
両
パ

レ
ー
ド
な
ど
で
ご
み
濾
量
を
啓
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
週
間

　
市
は
、
5
月
2
8
日
か
ら
6
月
3
日
ま

で
の
1
週
間
を
「
ご
み
減
鼠
・
リ
サ
イ

ク
ル
推
進
週
間
」
と
し
て
位
置
づ
け
、

広
く
市
民
や
事
業
者
に
対
し
、
ご
み
減

量
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
啓
発
活
動
を

行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
ご
み
ゼ
ロ
の

日
（
5
月
3
0
日
）
と
6
月
の
環
境
月
間

に
併
せ
て
実
施
し
た
も
の
で
す
。

　
5
1
1
2
8
日
に
は
、
車
両
パ
レ
ー
ド
や

市
街
地
清
掃
行
動
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
、
　
一
日
ご
み
・
環
境
問
題
相
談
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。
車
両
パ
レ
ー
ド
は
、

横
断
幕
を
掲
げ
た
6
台
の
ト
ラ
ッ
ク
な家族認れ等でにぎわったフリーマーケット

ど
が
、
2
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
市
内
を

巡
回
し
ま
し
た
。

　
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
は
、
家
族
連

れ
や
若
者
の
グ
ル
ー
プ
な
ど
が
参
加
し

て
2
6
店
舗
を
出
店
。
衣
類
や
日
用
雑
貨

な
ど
を
格
安
で
販
売
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
日
ご
み
・
環
境
問
題
相
談

所
に
は
、
悪
臭
問
題
や
コ
ン
ポ
ス
ト
貸

与
に
関
す
る
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、
資
源
回
収
優
良
地
区
の
感
謝

状
贈
呈
式
は
5
月
2
9
日
、
市
長
室
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
資
源
回
収
へ
の
取
り
組
み

や
分
別
・
マ
ナ
ー
が
良
好
な
地
区
に
対

し
贈
呈
す
る
も
の
で
す
。

　
今
年
度
、
表
彰
さ
れ
た
の
は
、
川
路
、

北
町
1
、
曙
、
向
洋
台
、
亀
崎
中
、
亀

崎
東
、
石
並
、
幸
甚
、
八
坂
、
塩
見
ケ

丘
の
1
0
地
区
。

　
贈
呈
式
で
は
、
黒
木
國
衛
収
入
役
か

ら
「
ほ
か
の
地
区
の
模
範
と
な
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
」
と
、
感
謝
状
及
び
記
念
品
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

、
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
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環境に配慮したポンプ場が完成
’
桶
　

　　細島汚水中継ポンプ場が占田町に完成し6月

　　16日、通水式が現地で開かれました。このポン

　　プ場は、曽根、堀一方、幡浦及び細島地区241

　　ヘクタールの生活排水などの汚水を集め、浄化

　　センターへ送水するものです。鉄筋コンフリー

ら　ト造2階建で、汚水中のごみを細かく破砕し、
”
　　臭気発生源を遮断する設備を導比しており、環

　境に配慮した施設となっています。

　　通水式（写真）では、山本市長、黒木敏雄市議

　　会議長及び日本下水道事業団の河野祝男宮崎支

　所長が通水スイッチを押して完成を祝いました。

　
歓
迎
式
は
6
月
1
2
日
、
市
庁
舎
玄
関

前
で
開
か
れ
、
山
本
市
長
が
「
短
い
滞

在
期
間
で
は
あ
り
ま
す
が
、
積
極
的
に

市
民
や
職
員
と
交
流
を
深
め
て
く
だ
さ

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
訪
日
団
は
、
市
史
編
さ

ん
業
務
や
公
民
館
業
務
等
の
研
修
を
行

い
ま
し
た
。

熱烈な歓迎を受ける瀧坊市職員研修団

　
　
　
Φ

式
與
に
あ
わ
せ
て
写
真
集
を
刊
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
向
市
史
編
さ
ん
事
業

　
第
3
回
日
向
市
史
編
集
委
員
会
が
6

月
1
9
日
、
市
委
員
会
室
で
開
か
れ
、
新

た
に
編
集
壁
書
と
な
っ
た
5
人
に
委
嘱

状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
史
編
集
委
員
会
は
、
平
成
1
3
年
度

に
迎
え
る
市
制
施
行
5
0
周
年
を
記
念
し

て
刊
行
す
る
日
向
市
史
に
つ
い
て
、
郷

上
史
料
の
調
査
、
執
筆
及
び
編
集
に
携

わ
る
も
の
で
す
。
昨
年
3
月
に
発
足
し
、

市
内
外
の
学
識
経
験
者
ら
の
委
員
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
、

　
今
回
の
委
員
会
で
は
、
分
野
ご
と
に

専
門
の
大
学
教
授
ら
4
人
目
、
市
の
人

・
●
●
・
・
…
●
●
●
・
・
・
・
・
・
…
●
…
●
●
…
●
●
●
O
●
●
●
O
O
O
O
O
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

判
…も「‘’

自分たちの地域は自分たちで守る

■縮餉請轟舞錘瞼．一・

誠
。今一■■【圏ト　■■

　平成12年度日向市自主防災会連絡協議会総会

が6月9口、消防本部で開かれました。

　同協議会は、各地区の自主防災会の連携を深

めることを目的に、平成8年度に設立したもの

です。市内の自主防災会は39組織、結成率41．7

％です。総会では冒頭、日野利一会長（写真）が

「白主防災会は、日ごろの啓発活動を通して、

自分たちの地域は自分たちで守るという意識を

浸透させるのが目標」とあいさつ。その後、平

成12年度の事業計画や役員紹介が行われ、新会

長に日野利・さん（八幡区）が再任されました。

・　・　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　■　●　●　●　●　●　●　●　●o　●　■　●　●　o　●

事
異
動
で
変
更
に
な
っ
た
1
人
を
新
委

員
と
し
て
迎
え
垂
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

分
野
ご
と
の
執
筆
委
員
を
選
ぶ
と
と
も

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
会
を
設
置
す
る
こ

と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
部
会
で
は
、

現
在
収
集
し
て
い
る
資
史
料
の
点
検
、

整
理
を
行
い
、
今
年
8
月
末
ま
で
に
、

今
後
の
具
体
的
な
作
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
決
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
委
嘱
式
で
山
本
市
長
は
「
誇
り
と
自

信
が
持
て
る
市
史
と
す
る
た
め
に
ご
協

力
を
」
と
委
嘱
状
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
日
向
市
史
は
、
市
民
の
郷
土
に
対
す

る
理
解
を
深
め
、
誇
り
を
高
め
る
と
と

も
に
、
今
後
の
市
の
発
展
と
文
化
の
向

ヒ
を
目
指
し
て
刊
行
す
る
も
の
で
す
。

　
編
さ
ん
事
業
は
現
在
、
写
真
集
の
編

集
作
業
を
行
っ
て
お
り
、
来
年
の
市
制

施
行
5
0
周
年
記
念
式
典
に
あ
わ
せ
て
刊

行
す
る
予
定
で
す
。
そ
の
後
、
基
本
計

画
に
そ
っ
て
民
俗
文
化
財
編
、
史
料
編

（
2
巻
）
、
通
史
（
2
巻
）
の
順
に
刊
行

し
ま
す
。

　
今
回
、
新
た
に
委
嘱
さ
れ
た
の
は
、

次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）
。

　
▽
福
島
金
治
（
愛
知
学
院
大
学
教
授
）

▽
上
原
兼
善
（
岡
山
大
学
教
授
）
▽
宮

野
原
泰
男
（
元
県
史
嘱
託
）
▽
籾
木
郁

朗
（
県
総
合
博
物
館
学
芸
課
主
査
〉
▽

黒
木
英
「
（
市
社
会
教
育
課
長
）
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今
年
㍗
0
月
1
日
現
在
で
、

全
国
い
っ
せ
い
に
2
0
0
0

年
国
勢
調
査
が
実
施
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
を
受
け
て
市
は
、

国
勢
調
査
日
向
市
実
施
本
部

を
旧
法
務
局
日
向
出
張
所
跡

（
市
庁
全
ロ
南
側
）
に
設
置
し

ま
し
た
。
国
勢
調
査
は
、
大

正
9
年
か
ら
5
年
ご
と
に
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
回

で
1
7
回
目
に
な
り
ま
す
。
日

本
に
住
む
す
べ
て
の
人
を
対

象
と
し
て
行
う
大
規
模
な
統

計
調
査
で
、

日向市実施本部を設置

　
　
　
　
　
行
政
の
基
礎
と
な
る
人
ロ

や
世
帯
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
最
も

基
本
的
な
調
査
で
す
。

　
特
に
、
今
回
の
2
0
0
0
年
国
勢
調

蛮
は
、
来
る
2
1
世
紀
の
よ
り
よ
い
社
会

を
築
く
た
め
、
国
や
宮
崎
県
、
日
向
市

の
行
政
の
基
礎
資
料
と
し
て
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
も
の
で
す
。

9
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0
国
大
会
で
呂
勢
が
活
躍

　
県
内
唯
一
の
刀
匠
・
松
葉
一

路
さ
ん
（
4
1
歳
”
秋
留
）
が
、

今
年
の
新
作
刀
展
覧
会
・
作
刀

の
部
で
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し

た
。
こ
の
展
覧
会
は
、
日
本
刀

工
芸
の
世
界
で
最
も
権
威
の
あ

る
も
の
で
、
松
葉
さ
ん
は
2
度

目
の
受
賞
と
な
り
ま
す
。

　
松
葉
さ
ん
は
、
2
4
歳
で
刀
匠

の
世
界
に
飛
び
込
み
、
全
国
各

地
で
修
行
を
積
ん
で
き
ま
し

た
。
平
成
元
年
に
平
岩
・
秋
留

地
区
に
「
鍛
練
所
」
を
開
設
し
、

独
立
し
ま
し
た
。

　
刀
の
魅
力
に
つ
い
て
松
葉
さ

ん
は
、
「
美
し
さ
。
日
本
刀
の

美
し
さ
は
、
す
ば
ら
し
い
文
化

だ
と
思
い
ま
す
」
と
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

新作刀展覧会で優秀賞に輝いた松葉さん（左｝

　
ま
た
、
㈱
ア
キ
タ
製
作
所
の

原
田
芳
男
さ
ん
（
3
7
歳
”
亀
崎

南
）
が
、
昨
年
開
か
れ
た
溶
接

技
術
競
技
会
全
国
大
会
で
見
事

優
勝
し
ま
し
た
。

　
原
田
さ
ん
が
出
場
し
た
種
目

は
、
ア
ー
ク
溶
接
の
部
。
地
区

大
会
、
県
大
会
と
順
調
に
勝
ち

抜
き
、
全
国
約
－
万
人
の
頂
点

に
立
っ
た
も
の
で
す
。

　
5
月
3
1
日
の
表
彰
式
を
終
え

た
．
原
田
さ
ん
は
6
月
1
3
日
、
優

勝
報
告
の
た
め
山
本
市
長
を
表

敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　
原
田
さ
ん
は
、
「
こ
れ
か
ら

は
、
も
う
一
つ
の
種
目
で
あ
る

半
自
動
溶
接
の
部
で
の
上
位
入

賞
を
目
指
し
ま
す
」
と
抱
負
を

語
っ
て
い
ま
し
た
。

㊥
防
団
は
団
体
行
動
が
基
本
で
す

　
夏
の
操
法
大
会
を
前
に
移
動
消
防
学

校
が
6
月
4
日
、
消
防
本
部
で
開
か
れ
、

部
長
と
新
入
団
員
の
約
8
0
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
基
本
動
作
や
救
急
法
の
講

習
に
引
き
続
き
、
野
別
初
雄
消
防
団
団

長
の
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
野
別
さ
ん
は
、
消
防
団
の
役
割
等
に

つ
い
て
ふ
れ
な
が
ら
、
「
消
防
団
は
団

体
行
動
が
基
本
。
手
を
取
り
合
っ
て
行

動
す
る
た
め
に
も
、
う
わ
べ
だ
け
め
付

き
合
い
で
は
な
く
真
の
結
束
を
」
と
訴

え
ま
し
た
。

⑨
是
新
名
所
が
誕
生

　
市
内
で
も
少
な
い
個
人
の
ギ
ャ
ラ
リ

ー
が
6
月
1
0
日
、
細
島
の
地
蔵
区
に
誕

生
ま
し
た
。
開
館
し
た
の
は
、
「
江
川

春
枝
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
。
細
島
郵
便
局
の

東
隣
に
、
英
国
式
庭
園
を
設
け
た
木
造

平
屋
建
の
造
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
建
設
し
た
公
園
通
り
区
の
江
川
悦
生

さ
ん
、
斐
子
さ
ん
夫
妻
は
、
「
亡
き
母

の
作
品
を
展
示
し
た
か
っ
た
」
と
、
館

内
に
は
3
5
点
の
亡
き
母
「
春
枝
さ
ん
」

の
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
ギ
ャ
ラ

リ
ー
は
、
毎
週
木
曜
日
か
ら
日
曜
日
ま

で
開
館
t
、
入
場
は
無
料
で
す
。

●6
噌
「
一

’
．

⑦
7
5
人
が
自
慢
の
の
ど
を
競
う

広藏紙に揚職された通口を差し上げます。

　幕飽する方は市二戸陳（a内線2234｝まで

　
第
1
4
回
日
向
木
挽
唄
全
国
大
会
が
6

月
1
0
日
、
H
日
の
2
日
間
、
市
文
化
交

流
セ
ン
タ
ー
及
び
市
中
央
公
民
館
で
開

か
れ
ま
し
た
。
今
年
も
全
国
各
地
か
ら

7
7
5
人
が
エ
ン
ト
リ
ー
。
参
加
者
は
、

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
と
自
慢
の
の
ど

を
競
い
合
い
ま
し
た
。
大
会
結
果
は
、

次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）
。

《
少
年
少
女
（
低
学
）
の
部
》

　
▽
優
勝
1
1
壷
岐
夏
妃
（
日
南
市
｝
、

準
優
勝
1
1
橋
本
さ
や
加
（
大
分
県
V
、

3
位
1
1
押
川
絵
美
（
西
都
市
）

《
少
年
少
女
（
画
学
）
の
部
》

　
▽
優
勝
1
1
谷
口
渚
沙
（
宮
崎
市
）
、

準
優
勝
1
1
渡
辺
美
沙
（
日
向
市
）
、

位
1
1
小
渕
華
子
（
宮
崎
市
）

《
青
壮
年
（
男
性
）
の
部
》

　
▽
優
勝
1
1
竹
中
稔
和
（
日
向
市
）
、

準
優
勝
1
1
平
塚
一
男
（
延
岡
市
）
、

位
1
1
荻
原
邦
明
（
日
向
市
）

《
胃
壮
年
（
女
性
）
の
部
》

　
▽
優
勝
1
1
高
見
春
代
（
熊
本
県
）
、

準
優
勝
1
1
古
田
佳
子
（
栃
木
県
）
、

位
1
1
渕
英
子
（
大
分
県
）

《
実
寿
年
（
男
性
）
の
部
》

　
▽
優
勝
1
1
小
竹
恒
夫
（
南
郷
村
）
、

準
優
誘
1
1
蔵
座
輝
美
（
椎
葉
村
）
、

位
1
1
黒
木
喜
八
郎
（
日
向
市
）

《
実
寿
年
（
女
性
）
の
部
》

　
▽
優
勝
涯
守
田
カ
ヨ
（
日
向
市
）
、

準
優
勝
1
1
高
野
照
子
（
宮
崎
市
）
、

位
1
1
椎
葉
ア
サ
エ
（
日
向
市
）

▽▽▽
▽
3

▽－
3▽

▽■
3▽

▽　’

3▽
▽「
3▽

㊥
労
者
と
し
て
2
人
を
表
彰

民体育大会

団解団式

嚇瀦

’

　
第
5
4
回
県
民
体
育
大
会
の
日
向
市
選

手
団
解
団
式
が
6
月
1
3
日
、
ホ
テ
ル
ベ

ル
フ
ォ
ー
ト
日
向
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
大
会
に
は
、
日
向
市
か
ら
2
6
競
技
4
7

種
目
に
5
5
3
人
が
参
加
。
選
手
ら
は
、

各
競
技
で
熱
戦
を
展
開
し
、
テ
ニ
ス
男

子
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子
、
ク
レ
ー
射

撃
の
団
体
と
、
陸
上
、
水
泳
、
ボ
ウ
リ

ン
グ
、
ク
レ
ー
射
撃
の
個
人
4
競
技
9

人
が
優
勝
し
ま
し
た
。
解
団
式
で
は
、

市
体
育
協
会
功
労
者
と
し
て
矢
野
義
弘

さ
ん
（
6
2
歳
”
立
縫
）
と
中
平
敬
重
さ
ん

（
6
5
歳
…
南
町
）
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

⑧
校
の
名
山
を
か
け
て
護
績
を

　
富
島
高
校
の
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

と
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
（
個
人
）
が
、

全
国
高
校
総
体
に
出
場
す
る
こ
と
に
な

り
6
月
2
0
日
、
出
場
報
告
の
た
め
市
長

室
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
市
長
室
で
は
、
「
こ
れ
ま
で
積
み
上

げ
た
練
習
の
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮

し
、
母
校
の
名
誉
を
か
け
て
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
の
山
本
市
長
の
激
励
に
、

選
手
ら
は
真
っ
黒
に
日
焼
け
し
た
顔
に

白
い
歯
を
こ
ぼ
し
て
い
ま
し
た
。

　
全
国
高
校
総
体
は
、
8
月
－
日
か
ら

岐
阜
県
で
開
か
れ
ま
す
。

77



報 言
■増改築相談窓ロの設置

　市内の建設職人が組織する建設　　・

労働組合日向支部（日向住宅リフ

ォームセンター〉は高齢者、身障

者がバリアフリー増改築を安心し

て相談できる窓口を、市役所横の

旧法務局跡に6月1日から設置し

ました．相談日は毎週金曜日、午

前10時から午後4時までで、担当

者が事務所につめて無料相談に応

じています。

　詳しくは、日向住宅リフォーム

センター（費55－1209）へ。

■海上自衛隊護衛艦の一般公開

　海上自衛隊護衛艦「はたかぜ」

が7月13日置木）午前9時、細島

港に入港します。今回、7月15日

（土）午後4時の出港までの間、次

のとおり一般公開が行われます。
◇日時＝14日／午前9時～ll時、

午後1時30分～4時、15日／午前

9時間ll時、午後1時～3時

　詳しくは、自衛隊日向募集事務
所（容52－6914）へ。

生涯学習・生きがいづくりの強い味方

人材バンク日乏きらめき人

①指導分野／折り紙

②住所・連絡先／山手町（君52－6784＞

③指導曜日・時間／相談のうえ

④謝礼金／相談のうえ

⑤送迎／不要

⑥メッセージを一言／折り紙愛好会
は、現在7人のメンバーで、毎月第2

金曜日に日知屋公民館で定例会を開い

ています。　・枚の紙から生まれる動物

や箱など、’供たちにも伝えていきた

いと思います。また、老化防止にも役

立ちますので、ぜひご連絡ください。 岩見武壽さん

①指導分野／3B体操　　　　　　　　議

②連絡先／代表・日高（雪52－2783）

③指導曜日・時間／いつでも可
④謝礼金／5000「ll程度（相談可）

⑤送迎／不要

⑥メッセージを一言／ボール’ベル’

ベルターを使って、音楽に合わせffう

のが3B体操です。いつまでも若々し

く元気にをモットーに頑張っていま
す。ぜひ一・緒にやりませんか。

■第3回九州あったか絵手紙大賞

　九丁郵政局では、第3回九州あ

ったか絵手紙大賞の作品を募集し

ています。「ふるさと自慢」また

は「あなたのまちの郵便ポスト」

をテーマにした、絵と文字の人つ

た絵手紙をお送りください。入賞

者には、賞状と副賞を贈呈します。

◇募集区分＝小学校低学年の部、

小学校高学年の部、中学校・高等

学校の部、　一般の部　◇応募期限

＝8月10口（当［消印有効）　◇

応募方法＝官製はがきまたは私製

はがきに、テーマ・部門・fi三所・

氏名・年齢・電話番号・学校名を

記入のうえ申し込んでください
（必要事項を書き込む応募票もあ

ります）　◇応募先＝最寄りの郵

便局の「第3回九州あったか絵重

紙大賞コンクール係」

日高い久ム寺原秀’、1：田維久代、切通伊都∫、疋田幸愚、尾前

鈴’、藤崎美智子、木坂英’、米良恵子（敬称略）

　　　　　　　わた

遡謝おす

　
励
　
　
「
自
分
で
考
え
る
人
が
成
功

　
松
す
る
」
。
本
当
に
学
ぶ
こ
と
が

　
　
多
い
本
で
す
。
著
者
の
中
谷
彰

ん
臓
宏
さ
ん
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

さ
口
の
本
を
書
い
て
い
る
の
で
、
飽

点
き
が
こ
な
く
て
お
も
し
ろ
い
で

房　
　
　
す
。
今
の
あ
な
た
の
気
持
ち
に

元
　
　
ピ
ッ
タ
り
く
る
本
が
、
き
っ
と

隈
一
冊
は
見
つ
か
る
は
ず
で
す
。

しの

めの

　
の
　
　
「
チ
ロ
ル
の
決
算
」
は
、
1
7

　
通
歳
の
少
年
が
起
こ
し
た
H
本
社

論
難
舗
灘
魏
難

鋸
震
一
躍
数
鯉
魁
暢

　
㈲
口
比
谷
公
会
堂
で
の
悲
劇
、
そ

田木
し
て
少
年
山
口
二
矢
の
白
殺
ま

柿
で
を
見
事
に
描
い
て
い
ま
す
。

　このコーナーでは、みなさんのおすすめの一冊を募集しています。

詳しくは、市立図書館（麿54－1919）へ。

剰
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みんなの広場

。

●

ρ
斯
勇

　
　
　
C

　
　
　
　

汐
T

　
　
イ
L

　　

ｰ
E

　
　
ノ

蓋
瞭♂

、

　
　
外
国
語
の
授
業
／
イ
ボ
ン
ヌ
・
マ
ク
ロ
ッ
ク
リ
ン

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
人
学
で
は
、
外
国
語
を
専
攻
す
る
と

外
国
の
人
学
か
企
業
で
勉
強
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

ヲ，
一

兎
．
－

糧
～
一
転

　
私
の
国
で
は
、
英
語
と
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
語
が
公
用
語
な
の
で
、
学
校
で
は
ど

ち
ら
も
学
習
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
中
等
学
校
で
少
な
く
と
も
フ

ラ
ン
ス
語
、
ド
イ
ツ
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、

イ
タ
リ
ア
語
の
中
か
ら
一
つ
の
外
国
語

の
学
習
も
必
修
で
す
。
私
の
中
等
学
校

で
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
が
必
修
科
目
で
し

た
が
、
私
は
外
国
語
が
好
き
な
の
で
ド

イ
ツ
語
も
選
択
し
て
い
ま
し
た
。

　
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
、
中
等
学
校
の

6
年
生
（
1
7
歳
）
の
と
き
、
国
内
統
一

試
験
が
行
わ
れ
ま
す
。
外
国
語
の
試
験

で
は
、
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ニ
フ
イ
デ
ィ
ン

グ
・
リ
ス
ニ
ン
グ
・
ロ
述
の
4
部
門
に

分
か
れ
て
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。
総

合
得
点
を
一
0
0
点
と
す
れ
ば
、
ロ
述

試
験
で
そ
の
う
ち
の
3
0
点
を
採
ら
な
け

れ
ば
評
価
が
下
が
り
ま
す
。

　
な
ぜ
な
ら
口
述
試
験
は
、
生
徒
の
外

国
語
の
能
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
、
自
分
の
意
見
を
述
べ
る
こ
と
、

外
国
理
解
度
を
試
す
試
験
で
あ
り
、
そ

の
こ
と
が
外
国
語
を
学
ぶ
う
え
で
最
も

重
要
視
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
ま
た
、
大
学
で
外
国
語
を
専
攻
す
る

と
、
3
年
生
の
と
き
、
そ
の
国
に
行
っ

て
大
学
か
企
業
で
勉
強
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
こ
れ
を
し
な
い
と

学
士
の
資
格
が
も
ら
え
ま
せ
ん
。
こ
の

こ
と
は
、
そ
の
国
に
い
る
間
に
、
ロ
述

の
能
力
を
高
め
る
の
に
ょ
い
機
会
に
つ

な
が
る
か
ら
で
す
。

　
日
本
で
は
、
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
と
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
す
が
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
こ
の
よ

う
に
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
と
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

と
と
も
に
、
ロ
述
も
重
要
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
世
界
が
国
際
的
に
な
る
と
、
外
国
人

と
の
間
に
も
っ
と
も
っ
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
日
本
も
同
じ
で
、
そ
の

た
め
に
は
学
校
の
授
業
だ
け
で
な
く
、

日
常
的
に
外
国
語
を
話
す
こ
と
が
大
切

に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　
「
ケ
ル
テ
ィ
ッ
ク
」
と
は
、
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
の
言
語
や
文
化
を
意
味
し
て
い

ま
す
。

豊田　寛さん（27歳＝堀一方）

　第一一糖業で砂糖の品質管理と

開発を行っています。今、中学

校時代から始めたサッカーに夢

中です。現在、日向地区リーグ

の日向FCに在籍。今年は、リ

ーグ優勝と2級審判の資格取得

を目指して頑張っています。

シ
．

一餓

隠：耀贈

いきいき
　　　　青春トーク

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
み
な
さ
ん
の

近
所
の
若
者
や
職
場
の
ホ
ー
プ
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。
紹
介
し
た
い
人
が
い
る

か
た
は
、
市
総
務
課
（
倉
内
線
2
2
3

4
）
ま
で
ご
運
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、

自
薦
、
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

　
ご
連
絡
を
い
た
だ
い
た
人
は
、
広
報

係
が
写
真
を
撮
り
に
う
か
が
い
ま
す
。

相馬由希さん（23歳：春原）

　今年4月、鮫島病院に作業療

法しとして就職しました．患者

さんの心のケアを日的に開設さ

れた部署ですが、やりがいと一

緒に辞労もあります．これから

は、患者さんが落ち首ける雰囲

気作りに頑張りたいと思います．
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ぼしゅう

…一

k
一

　
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
亭
業

　
女
性
基
本
計
画
の

　
見
直
し
を
行
い
ま
す

　
市
は
今
年
度
、
平
成
8
年
度

に
策
定
し
た
日
向
市
女
性
基
本

計
画
の
見
直
し
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
現
在
、
そ
の
計
画
の
見

直
し
作
業
を
お
手
伝
い
い
た
だ

け
る
人
若
干
名
を
募
集
し
て
い

ま
す
．
．

　
日
向
市
女
性
基
本
計
画
は
、

「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
に

代
表
さ
れ
る
よ
う
な
性
別
役
割

分
担
意
識
を
払
拭
し
、
だ
れ
も

が
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
社
会

を
築
く
た
め
に
、
男
女
平
等
施

策
や
女
性
問
題
を
解
決
す
る
施

策
の
指
針
と
し
て
策
定
し
た
も

の
で
、
5
年
ご
と
に
見
直
し
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
希
望
す
る
人
は
、
7
月
3
1
日

置
月
）
ま
で
に
市
企
画
課
（
實
内

線
2
2
2
0
V
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
市
は
毎
年
、
男
女
共

同
参
画
社
会
づ
く
り
の
啓
発
の

た
め
に
「
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
開
い
て
き
ま
し
た
。
今
年
も

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　旧　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　’　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　一　　　　旧　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　　　一　　　　一
　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一

H
月
下
旬
に
開
催
を
予
定
し
て

い
ま
す
が
、
男
女
共
同
参
画
社

会
基
本
法
が
制
定
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
男
女
が
共
同
で
参
画

す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し
て
名
称

の
変
．
史
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
だ
れ
も
が
参
加
し
や

す
い
名
称
と
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

実
行
委
員
2
0
人
置
募
集
し
ま

す
。
応
募
さ
れ
る
人
は
、
7
月

31

禔
i
月
）
ま
で
に
市
企
画
課
へ

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

日
向
市
文
化
賞
の
候
補
者

推
薦
し
て
く
だ
さ
い

文
化
に
功
績
の
あ
っ
た
人

◇
対
象
1
1
口
向
市
在
住
者
及
び

市
内
に
所
在
す
る
施
設
、
団
体

ま
た
は
口
向
市
出
身
者
で
、
日

向
市
の
文
化
向
上
発
達
に
特
に

顕
著
な
業
績
を
有
す
る
人

◇
授
賞
1
1
学
術
、
芸
術
、
技
術
、

体
育
の
各
部
門
及
び
文
化
関
係

の
功
績
が
特
に
顕
著
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
人
（
一
般
功
労
）

を
顕
彰
し
ま
す
。

◇
推
薦
方
法
門
推
薦
書
（
教
育

委
員
会
及
び
中
央
・
日
知
屋
・

細
島
・
南
口
向
・
美
々
津
公
民

館
に
あ
り
ま
す
）
を
8
月
3
1
日

（
木
）
ま
で
に
、
市
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
』
翌

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　旧　　　　　胴　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　門　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　■　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　罰　　　　旧　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　一　　　　－　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
問
い
合
わ
せ
1
1
市
教
育
委
員

会
社
会
教
育
課
（
倉
内
線
2
4

2
5
）

放
送
大
学
平
成
1
2
年
度
第
2
学
期
学
生
募
集

　
自
宅
で
大
学
の
授
業
が

　
受
け
ら
れ
ま
す

　
放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ

ジ
オ
で
大
学
教
育
を
行
っ
て
い

る
正
規
の
通
信
制
の
4
年
制
大

学
で
す
。
興
味
や
日
的
に
応
じ

て
多
く
の
科
目
の
中
か
ら
1
科

目
で
も
学
べ
る
ほ
か
、
所
定
の

単
位
を
修
得
し
卒
業
す
る
と
、

学
肚
（
教
養
）
の
学
位
も
取
得

で
き
ま
す
。
ま
た
、
専
門
学
校

か
ら
の
編
入
学
も
で
き
ま
す
。

　
授
業
は
、
C
S
デ
ジ
タ
ル
放

送
（
ス
カ
イ
パ
ー
フ
ェ
ク
T

V
！
）
や
県
内
の
各
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
（
宮
崎
・
都
城
・
延
岡
）

で
視
聴
で
き
る
ほ
か
、
学
習
セ

ン
タ
ー
で
も
授
業
テ
ー
プ
の
視

聴
や
貸
出
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
1
2
年
度
か
ら
、

宮
崎
地
区
の
人
は
、
単
位
認
定

試
験
を
宮
崎
会
場
で
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
ほ
か
、
面
接

授
業
の
．
部
を
宮
崎
会
場
で
も

行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
放
送
大
学
宮
崎
学
習

セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
1
2
年
度

第
2
学
期
の
学
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

◇
募
集
学
生
1
1
全
科
履
修
生

（
卒
業
を
目
指
す
学
生
）
、
選
科

C

　
　
7
月
の
相
談

◇
交
通
事
故
巡
回
相
談

　
と
き
■
7
月
2
1
日
（
金
）

　
　
　
　
m
”
3
0
～
1
4
　
3
0

　
と
こ
ろ
■
中
央
公
民
館

◇
人
権
・
行
政
相
談

　
と
き
■
7
月
1
4
日
（
金
∀

　
　
　
　
0
…
幻
～
5
”
0
0

　
と
こ
ろ
■
南
日
向
公
民
館

◇
法
律
相
談
（
要
予
約
）

　
と
き
■
7
月
1
3
日
（
木
）

　
と
こ
ろ
■
中
央
公
民
館

　
申
込
先
■
市
民
課
（
盈
内
線

　
　
2
1
4
0
）

◇
年
金
巡
回
相
談

　
と
　
き
■
7
月
H
1
1
（
火
）

　
　
　
　
1
0
”
0
0
～
1
5
n
O
O

　
と
こ
ろ
■
青
少
年
ホ
ー
ム

「
市
民
の
声
ポ
ス
ト
」

　
市
は
、
市
政
に
対
す
る
皆
さ

ん
の
ご
意
見
・
ご
要
望
等
を
お

聞
き
す
る
た
め
、
市
民
の
声
ポ

ス
ト
を
庁
舎
玄
関
に
備
え
付
け

て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
な
お
、
意
見
等
の

内
容
に
よ
っ
て
は
、
提
出
者
に

直
接
回
答
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
住
所
・
氏
名
・
連
絡

先
等
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

◎…身元調査・断・運動・を推進・て

履
修
生
（
1
年
間
在
学
す
る
学

生
）
、
科
目
履
修
生
（
1
学
期

間
在
学
す
る
学
生
）

◇
受
付
締
切
一
1
8
月
1
5
日
（
火
）

◇
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
1
1

放
送
大
学
宮
崎
学
習
セ
ン
タ
ー

（
燈
5
3
1
1
8
9
3
）

盲
導
犬
の
貸
し
出
し

4
週
間
の
訓
練
が

必
要
で
す

県
で
は
、
重
度
の
視
覚
障
害

者
の
自
立
と
社
会
参
加
を
促
進

す
る
た
め
、
盲
導
犬
を
貸
し
出

し
て
い
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
の
は
、
県
内
に

お
お
む
ね
1
年
以
上
居
住
す
る

18

ﾎ
以
ヒ
の
1
級
の
視
覚
障
害

者
で
、
所
定
め
歩
行
指
導
訓
練

を
受
け
、
盲
導
犬
を
適
切
に
利

川
し
飼
育
で
き
る
人
で
す
。

　
歩
行
訓
練
は
、
県
の
委
託
す

第2期

第2期

7月分

この社会あなたの税が生きている

　
　
　
　
　
　
　
色
夢

　
　
　
　
　
　
　
，
’

る
勘
ア
イ
メ
イ
ト
協
会
（
東
京

都
）
で
行
わ
れ
、
歩
行
技
術
や

マ
ナ
ー
、
盲
導
犬
の
管
理
方
法

等
に
つ
い
て
4
週
間
の
訓
練
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　
盲
導
犬
購
入
や
訓
練
に
．
要
す

る
費
用
は
、
県
で
負
担
し
ま
す

が
、
ア
イ
メ
イ
ト
協
会
ま
で
の

旅
費
や
訓
練
期
間
中
の
本
人
の

食
費
、
貸
付
後
の
飼
育
費
等
は

自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

　
希
望
す
る
人
は
、
市
福
祉
事

務
所
障
害
福
祉
係
（
容
内
線
2

1
7
1
）
ま
た
は
県
障
害
福
祉

課
（
盒
0
9
8
5
1
3
2
1
4
4

6
8
）
へ
。

図
書
雌
か
ら
の
お
知
ら
せ

7月の納期

固定資産税
国民健康保険税

国民年金保険料

　
心
に
残
る
1
冊
の
本
を

　
絵
は
が
き
に
し
て
く
だ
さ
い

　
市
立
図
書
館
で
は
、
み
な
さ

ん
の
「
心
に
残
る
1
冊
の
本
」

に
つ
い
て
の
読
書
感
想
を
絵
は

が
き
に
描
い
た
も
の
を
募
集
し

ま
す
。

　
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
は
審

査
後
、
作
品
展
を
開
催
す
る
と

と
も
に
、
作
品
集
を
発
行
し
ま

す
。
ま
た
、
優
秀
作
品
に
つ
い

て
は
、
「
図
書
館
特
製
し
お
り
」

の
デ
ザ
イ
ン
に
採
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

◇
対
象
図
書
1
ー
ジ
ャ
ン
ル
は
問

い
ま
せ
ん
が
、
雑
誌
・
マ
ン
ガ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　T　　　　－　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　■　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　■　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　r　　　　一　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一
　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　－　　　　　一　　　　一一

は
除
き
ま
す
。

◇
応
募
資
格
目
市
内
に
居
住
ま

た
は
通
勤
・
通
学
・
通
園
し
て

い
る
人

◇
応
募
要
領
1
1
描
く
台
紙
は
、

「
官
製
は
が
き
」
に
限
り
ま
す

が
、
描
く
用
法
は
問
い
ま
せ
ん
。

は
が
き
（
絵
を
描
い
た
面
の
裏
）

に
①
読
ん
だ
本
、
②
氏
名
、
③

年
齢
、
④
郵
便
番
号
、
⑤
住
所
、

⑥
電
話
番
号
、
⑦
園
児
・
小
中

学
生
・
高
校
生
の
場
合
は
、
園

名
ま
た
は
学
校
名
、
学
年
、
⑧

作
品
に
つ
い
て
の
簡
単
な
説
明

を
明
記
の
う
え
、
図
書
館
へ
封

書
で
郵
送
す
る
か
、
直
接
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
応

募
作
品
の
著
作
権
は
、
主
催
者

側
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
、
応

募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

◇
募
集
期
間
1
1
7
月
－
日
（
土
）

～
9
月
1
0
口
（
日
）

◇
申
込
・
問
い
合
わ
せ
1
1
市
立

図
書
館
（
〒
8
8
3
1
0
0
3

5
日
向
市
春
原
町
－
丁
目
4
7
番

地
費
5
4
1
1
9
1
9
V

喬騰Q＆A
Q．年金を受給していた人が死

亡したのですが、どうずればい

いのでしょうか？

A．年金の死亡手続きが必要で

す。年金は、死亡した月の分ま

で支払われますが、死亡日にお

いて支払われていない年金につ

いては、所定の要件を満たして

いる遺族の人に「未支給年金」

として支払われます。

　また、場合によっては、遺族

年金などほかの年金を受給でき

る場合も考えられますので、詳

しくは市年金係までお問い合わ

せください。

税金一〇メモ
　　税証明が必要な人へ

　所得や納税、資産証明など税

証明の請求ができるのは、本人

か同一世帯の親族に限られてい

ます。これは、税法で守秘義務

が設けられており、納税者のプ

ライバシーを保護し、納税者を

守るためです。

　どうしても本人が窓口に来ら

れない場合は、委任者本人の自

書した委任状が必要になります。

法人の場合も同様に、代表者以

外の代理人からの請求には、法

人印の押印した委任状が必要で

す。詳しくは、市税務課へ。

あなたとわたし①
　　　　碧々共㊨社会
　男女共同参画社会基本法③

　基本理念の5本の柱は、④家

庭生活における活動と他の活動

の両立⇒男女は共に家庭の構成

員。お互いに協力し、社会の支

援も受け家族としての役割を果

たしながら仕事、学習、地域活

動ができるようにしていく．⑤

国際的協調⇒男女共同参画社会

づくりのために、国際社会と共

に歩むことも大切。他の国々や

国際機関と共に相互に協力して

取り組む。

　行政は、以上に基づき、施策

を総合的に策定、実施します。
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　　　　　　　　　　　　　1
■■一囚■■：E

夏休みは公民館ヘダッシュ：
旨
　市中央公民館では夏休み期間：
i中、幼児・小学生を対象に「わく　！
iわく体験こうみんかんミレニアム」i

　を開きます。夏休みの学習に、ま

［た思い感づくりに参加しませんか。1

…　講座名及び日時については、次旨

1のとおりです。ただし、事前に申I
I

　し込みの必要なものや対象学年、

参加料などの内容がそれぞれ異な

　るものがあります。詳しくは、市

．中央公民館（雪53－6867）へお

！問い合わせください。

1◇らくらくワープロ窮座二7月21

　日及び25日～28日の午後1時30

分～3時30分（26日は午前中）

：◇草木染めにチャレンジしよう；

　7月21日（金）午後1時30分目4時

1◇ルンジメントフラワーを作

　る！＝7月21日（金）午前10時30分

　～正午

　◇楽しい料理教室＝7月25日（火）

　午前9時～ll時30分

　◇迷カメラマンにならないか
　い？ニ7月25日（火）午後1時30分

　～4時

　◇お話会に来ませんか？（当日、

　自由参加）＝7月26日（水）午前10

　時～1塒、午後2時～3時

◇和菓子づくり名人になろうニ7　．

　月26日（水）午後1時30分～4時

◇ぬいぐるみを作ってみよう；7

　月27日（木）午後1時30分～4時

◇アメリカンフラワーにチャレン

　ジ1＝7月27日（木｝午後1時30分：

～4時

◇ジュニアリーダーと遊ぼう（当

　日、自由参加）＝7月28日（金）午．

後1時30分～4時

◇お茶会体験してみませんか（当

　日、自由参加）＝7月28日（金｝午…

…後2時～4時　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

◇お楽しみ映画会（当日、自由財…

1加）＝7月28日（金）午前10時～正

午、午後1時30分～3時30分

◇こみ体験がくしゅうニ8月4日　…

L（鎌前9時～正午

　．　　　　．

　　　　　．　　　　　　　．

一　
犯
罪
や
非
行
の
な
い

　
明
る
い
社
会
を

　
7
月
は
、
「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」
強
調
月
間
で
す
。

こ
の
運
動
は
、
犯
罪
や
非
行
の

防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の

更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力

を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な

い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す

る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　
A
，
年
は
、
第
5
0
回
を
迎
え
る

節
目
の
年
に
な
り
ま
す
。
期
間

闘一

ﾗ
島
灯
台
の
一
般
公
開

　
7
月
2
0
日
は
「
海
の
日
」
で

す
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、
第
十

管
区
海
上
保
安
本
部
細
島
航
路

標
識
事
務
所
で
は
、
「
細
島
灯

台
」
等
の
施
設
の
一
般
公
開
を

7
月
2
0
日
（
木
）
午
前
1
0
時
か
ら

午
後
4
時
ま
で
行
い
ま
す
。
ふ

だ
ん
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い

灯
台
及
び
レ
ン
ズ
、
回
廊
、
無

7
月
は
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
強
騰
月
同

門
■

，酋

（
月
）
、
3
日
（
火
V
の
う
ち
1
日

◇
試
験
日
程
1
1
1
1
月
1
9
日
（
日
）

◇
問
い
合
わ
せ
1
1
市
下
水
道
課

（
倉
5
4
1
4
1
7
5
）

　
　
　
　
　
　
　
　
塩
し

　
　
　
　
　
　
　
　
β
ド
「

中
は
、
日
向
地
区
保
護
司
会
の

み
な
さ
ん
を
中
心
に
啓
発
活
動

や
各
種
大
会
な
ど
へ
の
後
援
を

行
い
ま
す
。
「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」
に
つ
い
て
、
市
民

の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

線
方
位
信
号
所
の
機
器
等
が
見

学
で
き
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
海
上
交

通
の
安
全
に
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
航
路
標
識
（
灯
台

等
）
に
つ
い
て
、
理
解
と
関
心

を
深
め
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
当
日
会
場
で
は
、
灯

台
。
般
公
開
を
記
念
し
た
ス
タ

ン
プ
や
記
念
写
真
撮
影
同
時
プ

リ
ン
ト
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
、
日

本
の
灯
台
写
真
展
を
準
備
し
て

い
ま
す
。

艦詳翻な嘱疑砥筑纏翫鞭臨
お
、
児
童
手
当
法
の
改
正

改
正
後
の
内
容
は
、
下
の

と
お
り
で
す
。

し
く
は
、
市
福
祉
事
務
所

母
子
係
（
實
内
線
2
1
6

0

児
童
手
当
の
支
給
は

　
児
童
手
当
法
の
一
部
が
、
平

成
1
2
年
6
月
－
日
か
ら
変
更
さ

れ
、
児
童
の
支
給
対
象
年
齢
が

「
3
歳
誕
生
月
」
か
ら
「
義
務

教
育
（
小
学
校
）
就
学
前
ま
で
」

に
変
わ
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
法
改
正
に
よ
り
新
た

に
児
童
手
当
を
受
け
よ
う
と
す

る
人
は
、
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
し

て
い
な
い
人
で
、
該
当
す
る
人

に
は
、
案
内
の
通
知
書
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
市
福
祉
事
務
所

17

ﾔ
窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ

児童手当法の一部改正による変更個所

改正前 改正後

支給対象
3歳未満の児童を

{育している人
小学校入学前の児童を
@養育している人

支給期間 3歳の誕生月まで
小学校入学前まで（6歳に達
ｷる日以後最初の3月まで）

　，

x給児童
第1・2子／5000円

謔R子／10000円
同じ

支給月 2月・6月・10月 同じ
現況届け　育状況の確認手続き（毎年6月） 同じ
所得制限　　有り（市福祉事務所へ） 同じ

小
学
校
入
学
前
ま
で

一…夜風に吹かれて、星空ざんまい

　市中央公民館では、恒例の「夏の星
を見る会」を開きます。
◇日時＝8月2日（水）午後7時30分～

◇会場＝日向岬グリーンパーク
◇持ってくるもの＝天体望遠鏡や星図
など（虫よけスプレーがあると便利）

1※雨天、曇天の場合は、中央公民館で
天文教室を開きます。

■　
参
加
し
ま
せ
ん
か

　
健
康
・
仲
間
づ
く
り

　
市
は
、
「
元
気
な
宮
崎
ね
ん

り
ん
ピ
ッ
ク
2
0
0
0
」
の
参
．

加
者
を
募
集
し
ま
す
。
こ
の
大

会
は
、
平
成
8
年
に
開
催
さ
れ

た
「
第
9
回
全
国
健
康
福
祉
丸

み
や
ざ
き
大
会
」
の
成
果
を
継

承
し
て
開
か
れ
る
も
の
で
、
高

齢
者
を
4
1
心
に
ス
ポ
ー
ツ
、
文

化
、
健
康
、
生
き
が
い
に
関
す

る
多
．
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ

ま
す
。
今
年
は
、
西
都
・
児
湯

地
区
が
会
場
で
す
。

　
み
な
さ
ん
も
健
康
づ
く
り
、

仲
間
づ
く
り
に
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

◇
日
程
閏
1
0
月
1
4
日
（
上
）
・

15

冝
i
日
）

◇
種
目
及
び
会
場
時
グ
ラ
ウ
ン

　
あ
な
た
の
手
で

　
楽
し
い
映
写
会
を

　
日
向
入
郷
地
域
視
聴
覚
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
で
は
、
1
6
ミ
リ
映
写

機
の
操
作
免
許
取
得
講
習
会
を

開
き
ま
す
。
1
6
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム

を
使
っ
て
職
場
や
地
域
、
い
ろ

い
ろ
な
学
級
で
の
映
写
会
を
あ

な
た
の
手
で
楽
し
く
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

◇
日
時
1
1
7
月
H
口
（
火
）
午
後

7
時
～
1
0
時

◇
会
場
1
1
市
立
図
書
館
2
階

藩
一
，

元
気
な
宮
崎
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
2
0
0
0
遇
手

ド
・
ゴ
ル
フ
、
ペ
タ
ン
ク
／
西

都
市
、
弓
道
、
イ
ン
デ
ィ
ア

カ
／
高
鍋
町
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・

バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
、
囲
碁
・
将

棋
／
新
富
町
、
四
半
的
弓
道
／

西
米
良
村
、
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
／
木
城
町
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
／
川
南
町
、
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
／
都
農
町

◇
参
加
資
格
同
主
と
し
て
6
0
歳

以
ト
の
県
民

◇
申
込
方
法
1
1
市
福
祉
事
務
所

高
齢
者
福
祉
係
に
備
え
付
け
の

種
目
別
実
施
要
項
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

◇
問
い
合
わ
せ
1
1
じ
ゅ
ぴ
あ
財

団
（
倉
0
9
8
5
1
3
1
1
9
6

3
0
）
ま
た
は
開
催
地
市
町
村

実
行
委
員
会

一
　
下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
衛
者
試
験

　
下
水
道
の
工
事
は

　
指
定
工
事
店
で

　
日
本
下
水
道
協
会
宮
崎
県
支

部
で
は
、
第
2
回
下
水
道
排
水

設
備
工
事
責
任
技
術
者
試
験
を

実
施
し
ま
す
。

　
下
水
道
排
水
設
備
工
事
は
、

責
任
技
術
者
の
い
る
指
定
工
事

店
で
な
け
れ
ば
行
う
こ
と
が
で

き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。　

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
受
験
し

て
く
だ
さ
い
。

◇
受
験
申
込
書
等
の
配
布
1
1
7

月
1
0
貝
月
）
～

◇
受
付
期
間
1
－
8
月
7
日
（
月
）

～
8
月
1
8
日
（
金
）

◇
受
験
講
習
日
程
日
1
0
月
2
日

◇
受
講
資
格
1
1
1
9
歳
以
上
の
人

な
ら
ど
な
た
で
も

◇
持
参
品
1
1
筆
記
用
具

◇
受
講
料
1
1
無
料

◇
申
込
方
法
1
1
7
月
4
日
（
火
）

ま
で
に
電
話
ま
た
は
F
A
X
で

①
氏
名
、
②
住
所
、
③
電
話
番

号
、
④
生
年
月
日
を
市
立
図
書

館
（
雪
5
4
1
1
9
1
9
、
曜
5
4

1
5
4
4
4
）
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

◇
問
い
合
わ
せ
1
1
日
向
入
郷
地

域
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
（
倉

54

P
1
9
1
9
）

＝≡器　　　　　　一罰・・自＝・　　7月16日決行

集　合　場　所 割　当　地　域
向江ケ浜・製錬所横海岸 梶木
白浜（黒潮建設前海岸） 日知屋枝郷（梶木を除く）

牧島山先端駐車場 幡浦

平場・御鉾ケ浦海水浴場 細島全区
グリーンパーク東側駐車場 新町全区・富高全区
伊勢ケ浜北側駐車場 日知屋本郷（幡浦を除く）

ウドの瀬 塩見全区
お倉ケ浜有料道路料金所下 往還・川路・比良・山下・長江
赤岩川河口 向洋台・秋山・切島山1・切島山2・松原

1日民宿船人前広場 本宮
お倉ケ浜海水浴場駐車場 曙

美砂公民館下浜 美砂
笹野東公民館 笹野東
南日向公民館 笹野中
民宿浜御殿下浜 笹野西
金ケ浜ドライブイン 金ケ浜・鵜毛・籾木
サンパーク駐車場 遠見
権現崎駐車場 凶日・飯谷

美々津新町前の浜 新町・立縫・山並・別府・余瀬・田の原

美々津中学校下河原 一通り

美々津し尿処理場 宮の下・高松・落鹿

日豊海岸クリーン大作戦

　
日
豊
海
岸
の
す
ば
ら
し
い
自
然
は
、
私
た
ち
日
向
市

民
す
べ
て
の
財
産
で
す
．
、
こ
の
自
然
を
守
り
、
後
世
に

受
け
継
い
で
い
く
た
め
に
、
「
日
豊
海
岸
ク
リ
ー
ン
大

作
戦
」
と
題
し
た
清
掃
作
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
は
、
市
内
各
種
団
体
の
協
力

の
も
と
平
成
4
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
市
民
総
参
加
の

運
動
で
す
。

　
作
業
を
行
う
海
岸
は
、
市
内
全
域
と
し
、
各
地
区
の

作
業
場
所
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

　
私
た
ち
の
財
産
を
守
り
「
ご
み
を
捨
て
な
い
」
コ
ご

み
を
捨
て
さ
せ
な
い
」
運
動
を
展
開
す
る
た
め
に
も
、

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
当
日
、
使
用
す
る
ご
み
袋
と
軍
手
は
、
市
で
用
意
し

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
は
、
午
前
7
時
に
集
合
場
所
へ

お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。
小
雨
決
行
で
す
が
、
雨
天
中
止

の
場
合
は
、
7
月
2
3
日
に
順
延
し
ま
す
。

■市政に関するニュース・行事等は市政テレホンサービス（實52－2000）へ
76
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坂本萌笑ちゃん
富穂・和代〔広見）

●L乳幼児健診

■3か月児健診＝日時／7月14日（金）、28日（金）、

対象／平成12年4月生まれ

■7か月児健診＝日時／7月18日（火）、対象／平

成ll年12月生まれ

■1歳児健康相談＝口時／7月4日（火）、対象／

平成ll年6月生まれ

■1歳6か月児健診＝日時／7月13日（木）、対

象／平成10年12月生まれ

■3歳児健診＝日時／7月7日（金）、対象／平成

8年12月生まれ

※受付時間は、3か月児・7か月児／午後1時～

1時30分、1歳6か月児・3歳児／午後1時～2

時、1歳児／午前9時30分～10時です。母子健康

手帳を忘れずに、市民健康管理センターへ。

噸しすくすく教室（育児教室）

◇日時＝7月25日（火）午後2時～午後3時30分

◇対象＝生後6か月までの乳児を育児中のお父さ

ん、お母さん

和田一希くん
伸一郎・純子〔西草場）

黒木美沙ちゃん
映弘・久美子｛庄手）

◇内容一①栄養士との離乳食作り・試食、②体重

測定・身長測定、③赤ちゃんの健康相談、④ママ

やパパ同．しの交流会など

◇会場；市民健康管理センター

◇持参するもの＝母子健康手帳

※予約・参加料は、必要ありません。

（」し母子保健推進員

　母子保健推進員は、妊娠中のことや育児のこと

について、みなさんからの相談を受ける人たちで

す。市内では、次の13人の方にお願いしています。

◇南部地区＝黒木富久美（盈58－0529）・日高

民栄（費58－0057）

◇財光寺地区＝甲斐キヨ子（含54－2414）・吉

田則（倉54－9961）・男沢智保子（倉54－
2484）

◇富高地区＝土谷知子（費53－2708）

◇塩見地区＝山本寿子（雪53－6037）

◇日脚屋本郷地区＝荒木恵美子（倉54－1027）・

鳥巣史子（倉53－1814）・吉田喜代子（費52

－5653）・黒木須美子（a52－2766）

一

儀
9．

‘
｛
．

一

ゆ
・

噛
、

　
層
、
、

　
　
勢

　
　
　
¶
幽

　
　
　
　
　
の
　
　
一

緒万勝哉くん
真樹・香織（亀崎東）

、．・
G　　／f

～七。

石川怜奈ちゃん
雅雄・林美券｛西草場）

◇細島地区＝児玉静枝（倉52－6917）

◇日野屋体郷地区＝大崎直子（倉54－0334）

｝
」
【

　
母
子
保
健
推
進
員
の
み
な
さ
ん

9
　
　
、

噸L予防接種等の実施医療機関

　予防接種、基本健康診査を受診できる医療機関

に変更がありましたので、お知らせします。

◇新規に実施する医療機関＝くろき胃腸科・内科
（實55－0505）

◇名称変更＝ひむかクリニック⇒太陽クリニック
（盈56－0030）

噸L7月の休日在宅医 ※事前にテレホンサービス

　　　（君53－1214）で確認を1

2日

千代田病院（内・外・整外・胃腸・リハ・皮・放・麻酔實52－
V111）柳田医院（産婦實52－2950）瀧井病院（内・精神倉52

|2409）

…9日
二木医院（産婦・外・胃腸麿54－4468）　協和病院（精神・神経

�T4－2806）吉田クリニック（内・循環雪55－0770）

16日

鮫島医院（野外君52－8191）　吉森医院（内・胃腸・循環・呼吸

Q52－4046）永田医院（産婦費52－3388）医心内科（内費55

|0157）

20日

古賀内科胃腸科（内・胃腸含52－8118）　長田医院（耳鼻・咽喉

≠T2－0266）大久保医院（外・胃腸費52－5338）　白石病院

i内・呼吸容63－1365）

23日

向洋クリニック（泌尿含52－5488）　田中病院（内・放・精神・

_経・リハ倉63－2211）　山元医院（小児盤53－6066）　篠原医

@（産婦・肛燈63－1059）

30日
三ケ尻医院（整外・リハ費52－5557）康田医院（産婦費53－

V788）松岡医院（内實52－5407）沼田医院（三口52－3785）

「親と子の料理教室」

　市は夏休み期間中、親

と子の料理教室を開きま

す。親子そろって楽しく

料理に挑戦してみません
か。

　メニューは、カルシウ

ムたっぷりの「洋風ちら

しずし」「ちぎってサラ

ダ」「ミルクゼリー」で

す。参加料は無料。

　希望する人は、市民健

康管理センター（費内線

2184）、または、お

近くの食生活改善推進員

（ヘルスメイト）までご

連絡ください。

露

・，儀パパママ教室
　　◇日時＝9月10日（日）、24目（日）午前10時～12時

　　◇対象＝出産を迎えるパパとママ

　　◇内容＝赤ちゃんのおふろの人れ方、妊娠疑似体

　　験、妊娠中の歯の管理（歯科医師・歯科衛生．七）、

　　パパとママのための栄養の知識など

　　◇会場；日向市民健康管理センター

　　◇申込方法＝開催日の1週間前までに氏名、連絡

　　先を市民健康管理センターまでご連絡ください。

q恥7月の献血日程

3日（月） 日向市役所 9：30～12：00

P3：00～16：00

1旧（火） 富士シリシア化学 9：30～12；00

和田病院 13；30～17：00

13日（木 日向保健所 9：30～11：20

P2：50～16：00

79

子育て澹よ吻
のびのび子育てテレホンサービス
　　　麿53－5857

　日向市保育協議会では、「のびのび子育て

テレホンサービス燈53－5857」を設置して、

子供たちが、心豊かに健康に育ってくれるよ

うに育児のお手伝いをしています。

　このテレホンサービスは、毎週一っのテー

マをもとに、専門家による情報を3分間のテ

ープで流します。テーマの内容については、

各家庭に配布している「のびのび子育てだよ

り」でお知らせしています。

　子育てで悩みや心配事のあるみなさん、ぜ

ひこのテレホンサービスをご利用ください。
．：

ﾈお、電話が続けてあった場合は、テープ

の巻き戻しに数秒程度の時間を要しますの

で、受話器を持ったままお待ちください。

　ご不明な点は、お近くの認可保育園までお

たずねください。

5月中の交通事故

日。市分

　49件　　0人
　（十2）　　　（一1）

人身事故　死　亡　負傷者　物損事故
　　O内前月比

62人　　85件
（十8）　　（一11）

～止まって確認1無事故に挑戦～
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男
女
帯

人
　
　
世

転　入　187人　　転　出　172人

出　生　　52人　　死　亡　　39人

面　積 11734k㎡
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の
歴
史

　
電
気
冷
蔵
庫
の
な
か
っ
た
時
代
、
夏

場
に
ス
イ
カ
や
ウ
リ
な
ど
の
果
物
を
冷

や
し
た
り
、
食
べ
物
を
腐
敗
か
ら
守
っ

た
り
す
る
た
め
に
井
戸
を
利
用
し
て
い

ま
し
た
。
カ
ゴ
に
入
れ
て
ヒ
モ
で
つ
る

し
た
り
、
途
中
に
棒
の
よ
う
な
も
の
を

出
し
、
そ
れ
に
乗
せ
た
り
し
て
い
た
の

で
す
。
井
戸
水
は
、
四
季
の
温
度
差
が

爵
亟
黙

曽根の田中家に残る飲料水用の井戸

シ
リ
ー
ズ
9

田
中
家
の
井
戸

少
な
い
た
め
、
夏
は
外
気
と
の
差
で
大

変
冷
た
く
、
井
戸
の
中
も
冷
え
冷
え
と

し
て
い
ま
し
た
。

　
周
り
を
石
垣
で
囲
ま
れ
た
曽
根
の
田

中
家
に
は
、
広
い
屋
敷
内
に
井
戸
が
4

基
あ
り
ま
す
。
2
基
は
飲
料
水
用
、
1

基
が
母
屋
か
ら
離
れ
て
い
た
ふ
ろ
・
便

所
用
で
残
り
の
1
基
は
貸
家
用
で
す
。

現
在
は
、
ど
れ
も
使
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

石
垣
は
、
明
治
時
代
に
幡
浦
の
石
屋
さ

ん
が
築
い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
写
真
は
、
母
屋
の
す
ぐ
そ
ば
に
あ
る

飲
料
用
に
使
っ
て
い
た
井
戸
で
す
。
ご

主
人
の
正
さ
ん
の
お
話
し
で
は
、
「
昭

和
3
0
年
ご
ろ
ま
で
は
使
っ
て
い
た
記
憶

が
あ
る
。
井
戸
の
中
程
に
出
て
る
石
の

棒
の
上
に
板
を
渡
し
、
そ
の
上
に
い
ろ

ん
な
も
の
を
乗
せ
て
冷
や
し
て
い
た
。

雨
の
多
い
時
期
に
は
、
底
に
近
い
と
こ

ろ
を
囲
っ
て
い
た
板
枠
の
透
き
間
か
ら

水
が
わ
い
て
く
る
の
が
見
え
、
ま
た
ヒ

シ
ャ
ク
で
く
め
る
ほ
ど
水
位
が
高
か
っ

た
。
底
に
は
、
小
砂
利
が
敷
い
て
あ
っ

た
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
ま
た
、
屋
敷
内
に
は
、
井
戸
や
田
ん

ぼ
の
守
り
神
で
あ
る
水
神
さ
ん
や
荒
神

さ
ん
、
庚
申
さ
ん
の
3
体
の
石
像
が
祭

市
制
施
行
5
0
周
年
記
念
日
向
市
史
編
さ
ん
事
業

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
田
中
家
の
歴
史
は
、
明
ら
か
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
江
1
1
時
代
後
期
に
四
国

の
阿
波
（
徳
島
県
）
か
ら
来
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
日
田
の
代
官
が
、
日

向
の
地
で
製
塩
の
技
法
を
地
元
民
に
教

え
て
く
れ
と
招
請
し
た
の
だ
そ
う
で

す
。
そ
の
こ
と
を
知
る
手
掛
か
り
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
同
家
に
は
代
々
伝
わ
る

陶
器
類
や
整
理
箱
、
文
書
類
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
整
理
箱
に
は
、
安
政
元
年

（
1
8
6
0
）
の
大
地
震
や
安
政
6
年

5
月
の
彗
星
の
出
現
、
慶
応
4
年
の
薩

摩
藩
士
の
富
高
陣
屋
の
占
領
、
明
治
1
7

年
の
富
高
村
と
日
知
屋
村
の
合
併
な
ど

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
、
井
戸
の
あ
る
家
は
、
年
を
追
う

ご
と
に
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
h
水

道
の
整
備
、
開
発
に
よ
る
衛
生
上
の
問

題
や
水
枯
れ
に
よ
る
も
の
で
し
ょ
う
。

　
し
か
し
、
郊
外
の
方
で
は
、
ま
だ
ま

だ
井
戸
の
あ
る
家
は
珍
し
く
な
く
、
そ

こ
で
水
を
飲
ま
せ
て
い
た
だ
く
と
、
そ

の
お
い
し
さ
た
る
や
格
別
で
す
。

　
日
向
路
も
訪
れ
た
こ
と
の
あ
る
水
を

愛
し
た
俳
人
・
種
田
山
頭
火
は
、
次
の

一
句
を
残
し
て
い
ま
す
。

　
「
へ
ふ
へ
ふ
と
し
て
水
を
味
ふ
」

　
市
史
編
さ
ん
室
（
a
内
線
2
2
3
6
）

で
は
、
日
向
の
歴
史
に
関
す
る
皆
さ
ん

か
ら
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　　　　　　国

　　　　圖　　昌国

向
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「
自
分
た
ち
の
地
域
は
、
自

分
た
ち
で
守
ろ
う
」
。
日
向
市

自
主
防
災
会
連
絡
協
議
会
の
総

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
組

織
は
、
郷
土
愛
と
相
互
扶
助
の

精
神
の
元
に
設
立
し
た
会
の
集

ま
り
で
す
。
自
主
防
災
会
と
同

様
に
地
域
の
防
災
活
動
を
支
え

る
の
に
消
防
団
が
あ
り
ま
す
。

　
消
防
団
は
今
、
7
月
2
日
の

操
法
大
会
を
目
指
し
、
日
夜
練

習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
操
法
大

会
は
、
単
に
順
位
を
競
う
だ
け

で
な
く
、
消
防
技
術
の
習
得
や

団
員
の
志
気
を
高
め
る
効
果
が

あ
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
声

援
を
お
願
い
し
ま
す
。
（
矢
野
｝
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